
記載の事項は、事実に相違ありません。

　　　　　　　　　　　工事監理者氏名

確認機関

確認機関

検 査 結 果
及 び
措 置

特定工程後の
工 程

備 考

※１：この項目は建築主事等で記入しますので、記入しないで下さい。

申 請 者 氏 名

工 事 監 理 者

中間検査チェックシート（共通）

　　　　年　　月　　日　　　　　　号

　　　　年　　月　　日　　　　　　号

建 築 場 所

建 築 物 名 称

確認年月日・番号

〃 （ 変 更 ）

工 事 施 工 者

検
査
結
果
に
伴
う
手
続
き

１　検査申請書の提出直近の建築確認申請書確認。計画変更確認等の有無（□有・□無）
２　確認図書との不整合部分の有無（□有・□無）
３　不整合部分があった場合の措置（□法令不適合　□変更確認申請指示
　　　　　　　　　　　　　　　　　□軽微な変更処理）
４　法令不適合の場合の不適合通知処理年月日・処理番号
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
５　不適合通知後の処理
　　□違反建築物として特定行政庁に連絡・通知
　　□確認申請
６　変更確認申請指示の場合の措置
　　□申請年月日・番号（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　□中間検査申請年月日・番号（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
７　軽微な変更処理の場合の措置
　　□変更図面提出と再検査（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　□仕様書等の再確認により適合（再検査無）

□S造　　　　：鉄骨を覆う耐火被覆工事又は外装工事若しくは内装工事
□RC・SRC造：２階のはり及び床のコンクリート打込み工事
□W造　　　　：壁の外装工事又は内装工事

※１

※１



検査日付

施工者 検査方法
※１ 結果

工事監理の状況 申請書第4面「工事監理の状況欄」の確認 Ａ・Ｂ・Ｃ 適・不適

整合性 申請書・添付図書との整合性の有無を確認 Ａ・Ｂ・Ｃ 適・不適

確認の表示 確認表示板の設置の確認 Ａ 適・不適

危害の防止 仮囲い、防護ネット、山留等 Ａ 適・不適

敷地の安全性 がけ、擁壁の安全性の確認 Ａ・Ｂ・Ｃ 適・不適

道路幅員と接道長さの確認 Ａ・Ｂ・Ｃ 適・不適

敷地内通路の確認 Ａ・Ｂ・Ｃ 適・不適

2項道路の後退の確認 Ａ・Ｂ・Ｃ 適・不適

敷地境界（隣地、道路、官地）の確認 Ａ・Ｂ・Ｃ 適・不適

方位の確認 Ａ・Ｂ・Ｃ 適・不適

敷地形状及び高低差の確認 Ａ・Ｂ・Ｃ 適・不適

平面形状 平面形状の確認 Ａ・Ｂ・Ｃ 適・不適

道路斜線の確認 Ａ・Ｂ・Ｃ 適・不適

隣地斜線の確認 Ａ・Ｂ・Ｃ 適・不適

北側斜線制限の確認 Ａ・Ｂ・Ｃ 適・不適

絶対高さ、軒高、軒の出の確認 Ａ・Ｂ・Ｃ 適・不適

配置 建物配置（道路・隣地からの距離）の確認 Ａ・Ｂ・Ｃ 適・不適

下水道の公共マス マスの確認 Ａ・Ｃ 適・不適

浄化槽 浄化槽の位置等の確認 Ａ・Ｂ・Ｃ 適・不適

※１　検査方法

　　　Ａ：目視検査（工事現場での目視による検査）

　　　Ｂ：計測検査（工事現場での計測による検査）

　　　Ｃ：報告（施工者による報告）
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